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論文内 容の要 旨

本論文は Th02， U02 および Th02-U02 固溶体中におけるウランおよびプロトアクチニウムの拡

散について研究したもので，緒言，本文 6 章ならびに総括よりなっている。

緒言では，本研究に関運する従来の研究結果についてのべ，本研究の意義を明らかにしている。

第 1 章では，セラミックス核燃料中におけるアクチニド元素の拡散についての従来の研究結果を予

備的に考察している。その結果，格子拡散と粒界拡散を分離して拡散定数を測定するためには，研磨

法が適していると述べている。

第 2 章では Th02， U02 および Th02-U02 固溶体の作成法について述べている。なお拡散熱処理

中に問題となる 2 ， 3 の性質についても記述している。

第 3 章では 237U をトレーサーとして， U02 中におけるウランの拡散定数を， 1900 o -2150 oC の温

度範囲で測定した結果を述べている。 U02 中における 237U の濃度分布は 2 つの領域に分かれ，表面

に近い第 1 領域では，格子拡散と粒界拡散が同程度に濃度分布に寄与し，より深い第 2 領域では粒界

拡散が顕著で格子拡散は無視しうるとしている。得られた結果は，粒界拡散を考慮した拡散方程式に

もとづいて解析し，格子拡散定数 (D) ， 粒界拡散に特有な粒界拡散定数 (D)' と粒界巾 (2 a) の積

(D'.2a) およびそれらの、活J性化エネノレギーをそれぞれ求めている。

第 4 章では， Th02 および ThOcU02 固溶体中におけるウランの拡散定数を 1800 o -2300 oC の温

度範囲で測定した結果を述べている。このさい Th02 における D および D'.2a の活性化エネノレギ

ーは， Th02-U02 固溶体中におけるそれよりも小さいことが分ったと記述している。

第 5 章では， 233pa をトレーサーとして， Th02 および Th02-U02 固溶体中におけるプロトアクチ

ニウムの拡散定数を， 1800 o -2000 oC の温度範囲で測定した結果を述べ， Th02 および ThOcU02 回

溶体中での D および D' .2 a の活性化エネノレギーは第 4 章と同様な傾向を示したといっている。
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第 6 章では， 第 3-5 章で得られた実験結果に影響をおよぼすと考えられる諸現象について考察

し，得られた結果とこれらの化合物の物理的および化学的性質から， U02 中におけるウランの拡散を

中心として拡散機構を論じている。さらに Th02 および Th02-U02 固溶体中におけるウランおよび

プロトアクチニウムの拡散の活性化エネノレギーの相違についても説明している。

総括は以上の結果をまとめたものである。

論文の審査結果の要旨

本研究は U02， Th02 等の核燃料中におけるアクチニド元素の拡散について種々の実験を行い基礎

的な幾多の新知見を得ている。また核燃料の燃焼限界の決定にも利用される可能性もある。

このように，本論文は原子力工学とくに核燃料工学に寄与するところが大きく，博士論文として価

値あるものと認める。
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